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	○薬学系学部卒業生および大学院修了者の進路先（現場）において生じ　　�　ている課題について
	○6年制と4年制学部を基礎とする大学院では、修士年限や課程の特色　　　�　などにも違いがあるため、それぞれの役割や期待する点をどのように�　考えられているのか
	○その他大学院での教育を展開する上で、現場からの要望や現場における�　これまでの取組みなど、

